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ジアザアントラセン環を有する配位子 2,7-dipyridyl-1,8-diazaanthracene (dpda)を用いた二核ルテニウム

錯体 Ru2L’-(µ-OH)（図 1参照）を合成し、紫外-可視吸収スペクトル、1H-NMR、13C-NMR、ESI-MS によ

り同定した。 

 Ru2L’-(µ-OH)は、pH 滴定の結果より図 1 に示すような pH 依存性を持つことが明らかになった。

Ru2L’-(µ-OH)について、様々な pH 条件下で CV測定を行ったが、いずれの pH 条件下においても、1.4 V 

vs SCE での電流値はブランクとほとんど変わらなかった。このことから、Ru2L’-(µ-OH)は水の酸化触媒

活性をほとんど示さないことが明らかになった。 

一方で、Ru2L’-(µ-OH)

の興味深い特性が明らか

となった。Ru2L’-(µ-OH)

に対しリン酸イオン、硫

酸イオン、亜硝酸イオン

を加えると、OH 架橋配位

子とそれぞれの陰イオン

との交換反応が進行するこ

とを見出した。それぞれの

陰イオン架橋錯体は紫外-可視吸収スペクトル、1H-NMR、ESI-MS により同定され、硫酸架橋錯体につい

ては単離に成功した。このような配位子交換反応は dpda骨格を有する Ru2L’-(µ-OH)に特異的な反応であ

る。 

※本様式は、“拠点事業成果報告”として、拠点ホームページにて公開させていただく予定です。 

※必ず A4 用紙 1 枚におさめて下さい。  ※提出期限：平成 29 年 5 月 1９日（金）  ※提出の際は PDF 変換して下さい。 

※提出先：大阪大学蛋白質研究所拠点プロジェクト班  E-mail: tanpakuken-kyoten@office.osaka-u.ac.jp 
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図 1 Ru2L’-(µ-OH)の構造の pH依存性 


